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〒〒009933--00001133  

北北海海道道網網走走市市南南 33条条西西 33丁丁目目

TTEELL  00115522((4433))33003311

FFAAXX  00115522((4433))66661155
  

令令和和３３年年３３月月号号  

NNoo..３３００４４  

当当所所はは経経済済産産業業省省よよりり、、

※※経経営営革革新新等等支支援援機機関関  

にに認認定定さされれてていいまますす。。

※※経経営営革革新新等等支支援援機機関関ととはは……経済産業省が創業間もない中小企業の官公需への参入促進や商品開発・販路開拓の他、経営の円滑な承継を促進するな

ど地域経済・雇用の担い手である中小企業・小規模事業者の持続的な発展のための環境整備などについて支援する機関。

  

網網走走商商工工会会議議所所  令令和和３３年年度度事事業業にに向向けけてて  
各各 委委 員員 会会 活活 動動 をを 始始 動動 ！！  

と
な
る
の
は
、
会
員
企
業
や
景
気
動 

向
調
査
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
意
見
や
提 

案
な
ど
地
域
が
抱
え
る
課
題
解
決
に 

向
け
た
事
柄
の
反
映
で
あ
り
ま
す
。 

そ
の
事
業
目
的
達
成
の
た
め
に
必 

要
な
重
要
事
項
を
調
査
研
究
す
る
た 

め
に
組
織
す
る
委
員
会
は
、
総
務
財 

政
・
経
営
・
地
域
振
興
・
観
光
の
４ 

つ
の
委
員
会
構
成
と
な
っ
て
お
り
、 

議
員
（
６０
人
）
は
必
ず
い
ず
れ
か
の 

委
員
会
に
所
属
し
、
そ
れ
ぞ
れ
部
会 

か
ら
上
程
さ
れ
た
意
見
等
を
審
議
し
、

常
議
員
会
、
議
員
総
会
に
諮
ら
れ
た 

後
、
決
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

 

こ
れ
ま
で
に
地
域
振
興
・
観
光
の 

２
つ
の
委
員
会
を
２
月
中
に
開
催
し
、

令
和
３
年
度
の
取
り
組
み
内
容
に
つ 

い
て
協
議
し
て
参
り
ま
し
た
。 

 

こ
の
後
、
３
月
上
旬
に
経
営
・
総 

務
財
政
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
令
和 

３
年
度
の
各
委
員
会
の
事
業
計
画
が 

出
揃
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。 

 

  

網網走走商商工工会会議議所所  委委員員会会構構成成名名簿簿  

 

当
所
で
は
、
会
員
企
業
の
発
展
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地
域
経
済
の
活
性
化
を
目
指
す
地
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総
合
経
済
団
体
と
し
て
、
様
々
な
事 

業
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
そ
の
基
本 観観光光委委員員会会正正副副委委員員長長会会議議のの様様子子  

 

ああばばししりり産産品品をを全全国国へへ  
 

あばしり自宅で 

満喫プロジェクト 

 

 

 

 

 

 

 

特設通販サイトＱＲ 

Abashire.net 

委委員員会会名名 委委員員長長名名 副副委委員員長長名名

本本　　間間　　弘弘　　哉哉 松松　　田田　　和和　　夫夫 根根　　田田　　俊俊　　昭昭 轉轉　　石石　　洋洋　　輔輔 前前　　元元　　政政　　芳芳 山山　　本本　　昌昌　　廣廣

塩塩　　川川　　顕顕　　児児 田田　　中中　　勝勝　　則則 土土　　屋屋　　善善治治郎郎 中中　　村村　　　　信信

（担当：寺中副会頭）

倉倉　　  信信  一一  郎郎 中中  戸戸  川川　　　　公公 兼兼　　子子　　嘉嘉　　夫夫 松松　　木木　　一一　　則則 松松　　尾尾　　富富　　彦彦

丸丸　　田田　　　　　　朗朗 小小　　島島　　隆隆　　義義 佐佐  古古  桂桂尉尉次次 宮宮　　川川　　　　　　  穣穣 八八　　巻巻　　昭昭　　一一

木木　　村村　　　　　　乃乃 酒酒　　井井　　泰泰　　朋朋 大大    谷谷    朝朝    彦彦 下下　　山山　　大大　　輔輔

（担当：新谷副会頭）

高高　　田田　　　　　　  巧巧 水水　　谷谷　　彰彰　　宏宏 荒荒　　木木　　克克　　久久 石石　　川川　　信信　　弘弘 中中　　山山　　寿寿　　一一

田田　　中中　　雄雄　　一一 池池　　端端　　愼愼　　司司 井井　　戸戸　　雅雅　　規規 添添　　田田　　  　　　　伸伸 渥渥　　美美　　達達　　矢矢

大大　　庭庭　　幹幹　　則則 伊伊　　藤藤　　亮亮　　人人 吉吉　　田田　　純純　　也也

（担当：杉本副会頭）

鈴鈴　　木木　　秀秀　　幸幸 千千　　坂坂　　壽壽　　一一 小小　　玉玉　　　　　　晃晃 嘉嘉多多山山　　知知　　宏宏 佐佐  々々  木木  英英  之之

松松　　下下　　伸伸　　次次 船船　　木木　　久久　　美美 本本　　田田　　俊俊　　之之 中中　　山山　　寿寿　　恵恵 林林　　　　　　  和和　　子子

髙髙　　橋橋　　　　　　晃晃 松松　　山山　　　　　　茂茂 加加　　藤藤　　典典　　幸幸

（担当：小澤副会頭）

益村測量設計(株)　社 長

税理士法人みらい

パートナーズ会計

監査部長

委委　　　　　　　　員員　　　　　　　　名名　　　　　　（（常常議議員員就就任任順順・・議議員員就就任任順順））

総総務務財財政政委委員員会会
笈笈　　田田　　壽壽　　一一

　　
(株)大東建設　　社 長

経経営営委委員員会会
山山　　崎崎　　　　　　聡聡

(株)北斗建設　社 長

前前　　田田　　敏敏　　行行

益益　　村村　　公公　　人人

㈲道環　社　長

地地域域振振興興委委員員会会
藤藤　　原原　　孝孝　　一一

(有)藤原工産　社 長

鴻鴻　　巣巣　　直直　　樹樹

飛飛　　澤澤　　隆隆　　洋洋

観観光光委委員員会会
古古　　谷谷　　重重　　雄雄

(株)ムラコシ　社　長

小小　　堀堀　　　　  剛剛

㈱飛澤金属工業 社 長

ダスキン網走

㈲オオニシ　社　長

㈱日専連ｵﾎｰﾂｸ網走　社 長

石石　　川川　　玲玲　　司司

㈱大成印刷　社　長 千里堂㈱　社　長 (株)ロード工業　社長

山本電子工業(株)　社 長

塩川建設㈱　社　長 (株)タナカ　社　長 土屋工業㈱　社　長 ㈱そうけん　会　長

㈱高田太郎商店　社 長

㈱木下鉄工所　社 長 松田久太郎畳店　事業主 ㈱マルキチ　社　長 ㈱カネカク轉石　社 長

倉繁醸造㈱　社 長
㈱北洋銀行

網走支店　支店長
㈱兼子　社 長 ㈲松木商店　社 長 松尾鉄工㈱　社 長

㈱丸田組　常　務 ㈱クリーンスター　会　長 ㈱夏見建設　社 長 同和食品㈱　専　務

㈲木村写真舘　社　長 北網運輸(株)　社　長 　(有)大谷蒲鉾店　社 長 (有)マリン北海道  社 長

㈱三光　社　長

㈱高田メンテナンス　社 長
㈱北海道銀行

網走支店　支店長
網走交通(株)　社 長 ㈱石川建設　社 長 ㈱写真工芸社　社　長

㈱デンソー網走

テストセンター　取締役
㈲ソエダ塗装工業 社 長㈱井戸商店　社 長池端工業(株)　社　長

網走中央商店街

振興組合　理事長

㈱嘉多山カルシウム工社

社 長
㈱網走広報社　会 長

㈱林屋 網走

セントラルホテル 社 長
網走工業㈱　社　長本田菓子舗　事業主㈱ダイハツ販売網走　社 長

道東観光開発㈱ 社 長 ㈱エムエスワン　社　長 ㈱アスクワン　社　長

㈲ジアス　社　長 北見食品工業㈱　専　務 (有)小玉建設　社 長

㈲能取湖荘　社　長
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【【経経営営支支援援】】                         

                               

                                

                               

令 和 ２ 年 度 

下半期（10 月～2 月）事業ダイジェスト 
特 集 

 

 
 
 各業界や様々な事業を営んでいる経営者の一助となるよう、テ

ーマに沿った専門家を招き、講習会やセミナーを下記のとおり開

催しました。 
 

【人と組織についてセミナー11/13】【IT 活用相談室 10/6・10/7･ 
11/4・11/5・12/8・12/9・1/12・1/13】【事業承継相談室 10/15・11/19・12/17・1/21・2/18】
【創業フォローアップ講座 12/19】【ＩＤパスワード方式手続き相談会 1/19】 

講講 習習 会会 ・・ セセ ミミ ナナ ーー 等等 のの 開開 催催 ！！

 

 
 
 12 月 18 日（金）当所において、春に実施した新入社員研修に

参加された方や入社して間もない社員を対象に、仕事の振り返り

を行ない日常生活の基本作りを復習し、社内におけるコミュニケ

ーションや応用力・実行力・向上心等を高めてもらうことを目的

とした若手社員研修会を開催しました。 

若若 手手 社社 員員 研研 修修 会会 をを 開開 催催 ！！

 

 
 
 会員企業の経営上の参考資料としてもらう他、当所の事業運営などに活用すること等も目的

に当所では４半期ごとに景気動向調査を実施しております。 
【当所ＵＲＬ】https://www.a-cci.or.jp 
 決算処理や確定申告等の悩みや相談など、専門家による個別相談会等も実施しています。 

 

 
 
 11 月 11 日（水）当所と網走市は連携して、市内の金融機関（網

走信用金庫・北洋銀行・北海道銀行・釧路信用組合）4 金融機関

を訪問し、コロナ禍の影響により、多くの事業所が疲弊している

ことから、地元企業が必要とする年末資金などの需要に対応して

いただけるよう金融円滑化に向けた要望書を手渡しました。 

各各業業界界のの景景気気動動向向調調査査・・確確定定申申告告等等個個別別相相談談会会をを実実施施！！  

中中小小企企業業のの年年末末資資金金円円滑滑化化をを市市内内金金融融機機関関にに要要望望！！  

 

 
 
 12 月 4 日（金）当所は、市内の飲食業関係者（網走社交飲食業

組合、網走ホテル旅館組合）、網走市観光協会と共に、網走市の水

谷市長をはじめ、網走市議会等 4 ヶ所を回り、コロナ禍の影響で

売上が急減していることから、年末年始の飲食等の機会を少人数

でも利用してもらえるよう要請しました。 

関関 係係 機機 関関 にに 年年 末末 年年 始始 のの 利利 用用 のの 機機 会会 をを 要要 請請 ！！  

 
 
 
当所では、地元企業の人材確保に向けた取り組みの一つとして、会員事業所の方々に網走の

コミュニティ放送局である「ＦＭあばしり」隔週水曜日（午後 5 時～30 分間）にご出演いた

だき会社概要や社員の採用等の他、入社の意識付けや企業ＰＲを行っています。 

人人材材不不足足対対策策支支援援「「FFMM 放放送送をを活活用用ししたた就就職職促促進進事事業業」」をを実実施施中中！！  
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【【経経営営支支援援】】  

【【地地域域振振興興】】  

【【会会員員ササーービビスス】】  

                       

                               

                                

                               

 
 
 

 11 月 18 日（水）網走セントラルホテルにおいて標記表彰

式を開催しました。同事業は、会員事業所の従業員の労働意

欲向上と定着を図り、企業の発展を目的に毎年実施している

もので、勤続 5 年～30 年までの表彰者 19 事業所 33 名の方々

に対して、北村会頭より直接表彰状が手渡されました。 

令令和和２２年年度度  永永年年勤勤続続優優良良従従業業員員・・優優秀秀従従業業員員表表彰彰式式をを開開催催！！  

 
 
 
 11 月 5 日（木）当所では、人材不足対策支援事業として、

網走桂陽高校において、同校の 1 年生（120 名）を対象に 
市内の各企業で働く 2 名の卒業生をパネリストに地元就職 
のメリットや各業界の魅力、社会人の心構え等について語 
っていただきました。 

「「桂桂陽陽高高校校ＯＯＢＢ（（卒卒業業生生））にによよるる就就職職パパネネルルデディィススカカッッシショョンン」」をを開開催催！！

 
 
 
 当所では、日本商工会議所が主催する各種試験【簿記、リテールマーケティング（販売士）】

を実施しており、各種検定事業の普及・促進に努めています。 

各各 種種 検検 定定 事事 業業 のの 普普 及及 ・・ 推推 進進 ！！  

 
 
 
当所が事業推進を支援する、網走ＴＭＯ事業委員会（委員長 田中雄一）では、地域と中心

市街地に明るさと賑わいを創出するため、アプト 4 内を会場に下記の取り組みを実施しまし

た。 
・ホワイトイルミネーション【11/27～2/14（17:00～21:00）】 
・ショーウインドウギャラリー【2/1～2/28】

網網 走走 中中 心心 市市 街街 地地 活活 性性 化化 事事 業業 のの 推推 進進 支支 援援 ！！  

 

 
 
 当所の事業活動や会員情報等、会員の皆様に必要な情報を毎月、会報誌を通してお知らせ 
している他、当所のホームページやフェイスブック等において常時更新しております。 
◆当所ＨＰ・ＦＢアドレス 
〇ホームページ （https://www.a-cci.or.jp） 
〇フェイスブック （https://www.facebook.com/abashiricci） 

当当所所のの事事業業・・会会員員情情報報等等をを会会報報誌誌ややホホーームムペペーージジででごご紹紹介介！！  

 

 
 
 

 当所では、福利厚生制度の推進として、会員事業所のみを対象とした、事業主や従業員を対

象とした生命共済や、従業員の退職共済金、火災共済なども取扱っています。 
また、労働保険の事務代行も行っておりますので、この機会にご活用下さい。 

福福利利厚厚生生制制度度のの推推進進・・労労働働保保険険事事務務代代行行等等もも行行いいまますす！！  



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

網網走走周周辺辺ののおおししゃゃれれなな飲飲食食店店をを市市民民ググルルーーププがが  

無無料料冊冊子子「「アアババシシリリアアソソビビ」」でで紹紹介介！！  

世
代
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
、
持
ち
歩 

く
こ
と
の
で
き
る
も
の
を
作
れ
ば
多 

く
の
人
に
活
用
し
て
も
ら
え
る
の
で 

は
」
と
提
案
し
た
の
が
き
っ
か
け
で
、 

他
の
メ
ン
バ
ー
も
賛
同
し
、
ま
ち
な 

か
網
走
の
資
金
提
供
を
受
け
て
の
制 

作
と
な
り
ま
し
た
。 

◆
「「
アア
ババ
シシ
リリ
アア
ソソ
ビビ
」」
冊冊
子子
内内
容容 

 

現
在
、
１
～
２
号
ま
で
発
行
中
。 

大
学
生
や
転
勤
族
、
観
光
客
等
、 

網
走
周
辺
の
情
報
誌
と
し
て
活
用
し 

て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
発
行
し 

て
い
ま
す
。 

第
１
号
は
「
カ
フ
ェ
と
雑
貨
店
」
。 

第
２
号
は
「
パ
ン
と
洋
菓
子
店
」 

を
紹
介
。 

市
内
に
限
ら
ず
近
隣
の
お
店
も
紹 

介
し
て
お
り
、
お
店
の
様
子
が
わ
か 

る
よ
う
に
写
真
を
多
め
に
、
ホ
ー
ム 

ペ
ー
ジ
等
に
繋
が
る
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
や 

お
店
の
簡
単
な
地
図
も
手
書
き
で
掲 

載
し
て
い
ま
す
。 

 

現
在
、
第
３
号
も
企
画
中
。
３
号 

メメンンババーー左左かからら、、廣廣木木紀紀美美子子氏氏、、北北村村明明里里氏氏、、

          東東條條直直也也氏氏、、川川内内かかおおりり氏氏  

◆◆
「「
アア
ババ
シシ
リリ
アア
ソソ
ビビ
」」
がが
発発
行行
ささ  

れれ
たた
経経
緯緯
にに
つつ
いい
てて  

ま
ち
な
か
網
走
が
主
催
す
る
「
ま 

ち
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー
」
〝
網
走
の
ま 

ち
の
未
来
を
考
え
る
〟
で
現
在
の
メ 

ン
バ
ー
４
人
が
出
会
っ
た
の
が
は
じ 

ま
り
。 

 

メ
ン
バ
ー
の
一
人
が
「
網
走
に
は 

お
洒
落
な
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
が
な
い 

カ
フ
ェ
や
パ
ン
屋
さ
ん
な
ど
、
若
い 

で
は
美
容
室
と
最
近
、
増
え
て
き
た 

マ
ッ
サ
ー
ジ
や
ネ
イ
ル
サ
ロ
ン
編
や 

居
酒
屋
・
飲
食
店
編
な
ど
を
検
討
中 

と
の
こ
と
。 

◆◆
今今
後後
のの
取取
りり
組組
みみ
にに
つつ
いい
てて  

今
後
は
、
メ
ン
バ
ー
独
自
で
資
金 

調
達
し
た
中
で
次
号
（
第
３
号
）
を 

発
刊
し
て
行
く
こ
と
と
な
る
た
め
、 

自
分
た
ち
で
制
作
し
た
、
冊
子
内
に 

あ
る
可
愛
い
イ
ラ
ス
ト
を
使
っ
て
デ 

ザ
イ
ン
し
た
『
ニ
ポ
ポ
・
し
ゃ
け
ぐ 

ま
』
の
マ
ス
キ
ン
グ
テ
ー
プ
や
一
筆 

箋
、
ス
テ
ッ
カ
ー
等
の
６
種
の
雑
貨 

と
コ
ロ
ナ
禍
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た 

商
品
を
加
え
た
中
、
冊
子
づ
く
り
の 

た
め
の
制
作
費
を
稼
い
で
行
き
た
い 

と
の
こ
と
で
し
た
。 

な
お
、
商
品
の
販
売
場
所
は
、
道 

の
駅
（
流
氷
街
道
網
走
）、
網
走
監
獄 

博
物
館
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
流
氷
館
、
ソ 

ル
ト
＆
サ
ン
、
ま
ち
な
か
交
流
プ
ラ 

ザ
、
フ
ジ
ヤ
書
店
の
他
、
期
間
限
定 

の
シ
ョ
ッ
プ
と
し
て
網
走
郵
便
局
の 

網網
走走
のの
おお
店店
をを  

広広
くく
知知
っっ
てて
もも
らら
うう
ここ
とと
をを  

目目
的的
にに
ググ
ルル
ーー
ププ
をを
結結
成成
！！  

「「アアババシシリリアアソソビビ」」冊冊子子ととオオリリジジナナルル雑雑貨貨  

本
局
（
南
４
条
東
３
丁
目
）
で
無
人 

販
売
を
し
て
い
る
と
の
こ
と
。 

メ
ン
バ
ー
の
廣
木
さ
ん
は
「
冊
子 

に
興
味
を
持
っ
て
く
れ
た
方
々
が
足 

を
運
び
た
く
な
り
、
各
店
舗
と
お
客 

様
の
懸
け
橋
と
な
る
よ
う
な
情
報
誌 

を
作
っ
て
い
け
る
よ
う
今
後
も
頑
張 

り
ま
す
の
で
、
是
非
、
我
々
の
活
動 

に
支
援
を
し
て
く
れ
る
団
体
等
が
あ 

れ
ば
声
を
掛
け
て
ほ
し
い
で
す
」
と 

の
こ
と
で
し
た
。 
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網走市における『景気動向調査』集計結果について 

令令和和２２年年（（１１００～～１１２２月月））のの業業況況はは、、前前年年同同期期比比でで「「好好転転企企業業」」1166..11％％「「悪悪化化企企業業」」4433..55％％ととななりり、、

「「好好転転企企業業」」かからら「「悪悪化化企企業業」」をを差差しし引引いいたた DD..II 値値はは▲▲2277..44、、前前期期とと比比較較ししてて 99..77 ポポイインントト好好転転ししまま  

ししたた。。  

  業業種種別別でで見見たた業業況況はは、、建建設設業業がが 1111..88％％ポポイインントト改改善善しし▲▲33..66、、製製造造業業はは 2222..99 ポポイインントト改改善善しし▲▲3355..00、、

卸卸売売業業はは 1199..66 ポポイインントト改改善善しし▲▲1188..88、、ササーービビスス業業はは 11..77 ポポイインントト改改善善しし▲▲2255..00、、小小売売業業はは 00..11 ポポイインン

トト悪悪化化しし▲▲5533..66 とと４４業業種種でで好好転転傾傾向向をを示示しし、、特特にに製製造造業業とと卸卸売売業業はは第第ⅡⅡ四四半半期期とと比比べべてて大大ききくく改改善善しし

ままししたた。。  

  次次期期（（１１月月～～３３月月））のの業業況況判判断断 DD..II 値値はは、、今今期期とと比比べべ 1188..00 ポポイインントト悪悪化化しし、、▲▲4488..44 をを予予想想ししてておおりり

まますす。。業業種種別別でではは建建設設業業がが 11..00 ポポイインントト悪悪化化しし▲▲3355..77、、製製造造業業はは 1199..22 ポポイインントト悪悪化化しし▲▲3355..00、、小小売売業業

はは 3322..22 ポポイインントト悪悪化化しし▲▲6677..99、、ササーービビスス業業はは 3322..77 ポポイインントト悪悪化化しし▲▲5599..44、、卸卸売売業業はは 2222..55 ポポイインントト改改

善善しし▲▲3311..33 とと、、第第ⅡⅡ四四半半期期ととのの比比較較ででささららにに悪悪化化ししてていいるるととこころろがが多多くく深深刻刻なな状状況況がが続続いいてていいまますす。。

今今期期のの課課題題ととししてて「「人人材材不不足足」」「「人人件件費費増増」」「「諸諸経経費費増増」」をを問問題題ににししてていいるる企企業業がが増増ええ、、依依然然ととししてて  

「「売売上上のの不不振振」」をを問問題題ととししてていいるる企企業業がが多多くく、、今今期期のの特特徴徴ととししてて「「売売上上のの不不振振」」「「人人材材不不足足」」「「得得意意先先

減減少少」」がが挙挙げげらられれまますす。。  

  全全体体ととししてて、、ＲＲ１１第第ⅣⅣ四四半半期期かかららＲＲ２２第第ⅢⅢ四四半半期期ににかかけけてて新新型型ココロロナナウウイイルルスス感感染染症症のの影影響響にによよりり

悪悪化化傾傾向向をを示示すす企企業業はは多多くくあありり、、今今期期はは少少しし改改善善傾傾向向をを示示ししたたもものののの、、５５期期連連続続ででママイイナナスス水水準準ととなな

りり、、不不透透明明感感がが強強くく予予断断をを許許ささなないい状状況況ににあありりまますす。。  

令令和和２２年年（（１１００月月～～１１２２月月））のの業業況況
※D.I 値とは、景気動向指数を示すものであり、好転の 

 割合から悪化割合を引いた値です。 

 当当所所でではは、、会会員員事事業業所所をを対対象象にに四四半半期期ごごととにに景景気気動動向向調調査査をを実実施施ししてておおりりまますす。。  

詳詳細細おおよよびび調調査査結結果果ににつついいててはは、、当当所所ホホーームムペペーージジ（（hhttttppss::////wwwwww..aa--ccccii..oorr..jjpp））にに掲掲載載ししてておおりり

まますす。。  

○○調調査査時時点点及及びび調調査査対対象象期期間間  

・・調調査査時時点点：：令令和和２２年年１１００月月１１日日（（木木））～～令令和和２２年年１１２２月月３３１１日日（（木木））  

・・調調査査対対象象期期間間：：令令和和２２年年１１００月月～～１１２２月月期期実実施施、、及及びび令令和和３３年年１１月月～～３３月月見見通通しし。。  
  

○○調調査査対対象象  

・・網網走走市市にに所所在在すするる建建設設業業（（3300 件件））、、製製造造業業（（2244 件件））、、卸卸売売業業（（2200 件件））、、小小売売業業（（4400 件件））、、  

ササーービビスス業業（（4444 件件））のの 115588 社社。。  
  

○○調調査査方方法法  

・・調調査査対対象象にに調調査査票票をを送送付付しし、、ＦＦＡＡＸＸももししくくはは返返信信用用封封筒筒にによよるる郵郵送送のの回回答答。。  
  

○○回回収収状状況況  

注）小規模企業とは、常時使用する従業員が 20 名以下（卸売業、小売業、サービス業は 5人以下）を示している。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　              企企業業数数

業業    種種 対対象象企企業業数数 回回答答企企業業数数 回回答答率率

建建　　設設　　業業 ３３００件件 　　２２８８件件（非小規模企業:１４件、小規模企業:１４件） 9933..33%%

製製　　造造　　業業 ２２４４件件 　　２２００件件（非小規模企業:８件、小規模企業:１２件） 8833..33%%

卸卸　　売売　　業業 ２２００件件 　　１１６６件件（非小規模企業:９件、小規模企業:７件） 8800..00%%

小小　　売売　　業業 ４４００件件 　　２２８８件件（非小規模企業:１５件、小規模企業:１３件） 7700..00%%

ササーービビスス業業 ４４４４件件 　　３３２２件件（非小規模企業:１５件、小規模企業:１７件） 7722..77%%

合合　　計計 １１５５８８件件 １１２２４４件件 7788..55%%
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網網走走周周辺辺ののおおししゃゃれれなな飲飲食食店店をを市市民民ググルルーーププがが  

無無料料冊冊子子「「アアババシシリリアアソソビビ」」でで紹紹介介！！  

世
代
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
、
持
ち
歩 

く
こ
と
の
で
き
る
も
の
を
作
れ
ば
多 

く
の
人
に
活
用
し
て
も
ら
え
る
の
で 

は
」
と
提
案
し
た
の
が
き
っ
か
け
で
、 

他
の
メ
ン
バ
ー
も
賛
同
し
、
ま
ち
な 

か
網
走
の
資
金
提
供
を
受
け
て
の
制 

作
と
な
り
ま
し
た
。 

◆
「「
アア
ババ
シシ
リリ
アア
ソソ
ビビ
」」
冊冊
子子
内内
容容 

 

現
在
、
１
～
２
号
ま
で
発
行
中
。 

大
学
生
や
転
勤
族
、
観
光
客
等
、 

網
走
周
辺
の
情
報
誌
と
し
て
活
用
し 

て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
発
行
し 

て
い
ま
す
。 

第
１
号
は
「
カ
フ
ェ
と
雑
貨
店
」
。 

第
２
号
は
「
パ
ン
と
洋
菓
子
店
」 

を
紹
介
。 

市
内
に
限
ら
ず
近
隣
の
お
店
も
紹 

介
し
て
お
り
、
お
店
の
様
子
が
わ
か 

る
よ
う
に
写
真
を
多
め
に
、
ホ
ー
ム 

ペ
ー
ジ
等
に
繋
が
る
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
や 

お
店
の
簡
単
な
地
図
も
手
書
き
で
掲 

載
し
て
い
ま
す
。 

 

現
在
、
第
３
号
も
企
画
中
。
３
号 

メメンンババーー左左かからら、、廣廣木木紀紀美美子子氏氏、、北北村村明明里里氏氏、、

          東東條條直直也也氏氏、、川川内内かかおおりり氏氏  

◆◆
「「
アア
ババ
シシ
リリ
アア
ソソ
ビビ
」」
がが
発発
行行
ささ  

れれ
たた
経経
緯緯
にに
つつ
いい
てて  

ま
ち
な
か
網
走
が
主
催
す
る
「
ま 

ち
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー
」
〝
網
走
の
ま 

ち
の
未
来
を
考
え
る
〟
で
現
在
の
メ 

ン
バ
ー
４
人
が
出
会
っ
た
の
が
は
じ 

ま
り
。 

 

メ
ン
バ
ー
の
一
人
が
「
網
走
に
は 

お
洒
落
な
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
が
な
い 

カ
フ
ェ
や
パ
ン
屋
さ
ん
な
ど
、
若
い 

で
は
美
容
室
と
最
近
、
増
え
て
き
た 

マ
ッ
サ
ー
ジ
や
ネ
イ
ル
サ
ロ
ン
編
や 

居
酒
屋
・
飲
食
店
編
な
ど
を
検
討
中 

と
の
こ
と
。 

◆◆
今今
後後
のの
取取
りり
組組
みみ
にに
つつ
いい
てて  

今
後
は
、
メ
ン
バ
ー
独
自
で
資
金 

調
達
し
た
中
で
次
号
（
第
３
号
）
を 

発
刊
し
て
行
く
こ
と
と
な
る
た
め
、 

自
分
た
ち
で
制
作
し
た
、
冊
子
内
に 

あ
る
可
愛
い
イ
ラ
ス
ト
を
使
っ
て
デ 

ザ
イ
ン
し
た
『
ニ
ポ
ポ
・
し
ゃ
け
ぐ 

ま
』
の
マ
ス
キ
ン
グ
テ
ー
プ
や
一
筆 

箋
、
ス
テ
ッ
カ
ー
等
の
６
種
の
雑
貨 

と
コ
ロ
ナ
禍
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た 

商
品
を
加
え
た
中
、
冊
子
づ
く
り
の 

た
め
の
制
作
費
を
稼
い
で
行
き
た
い 

と
の
こ
と
で
し
た
。 

な
お
、
商
品
の
販
売
場
所
は
、
道 

の
駅
（
流
氷
街
道
網
走
）、
網
走
監
獄 

博
物
館
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
流
氷
館
、
ソ 

ル
ト
＆
サ
ン
、
ま
ち
な
か
交
流
プ
ラ 

ザ
、
フ
ジ
ヤ
書
店
の
他
、
期
間
限
定 

の
シ
ョ
ッ
プ
と
し
て
網
走
郵
便
局
の 

網網
走走
のの
おお
店店
をを  

広広
くく
知知
っっ
てて
もも
らら
うう
ここ
とと
をを  

目目
的的
にに
ググ
ルル
ーー
ププ
をを
結結
成成
！！  

「「アアババシシリリアアソソビビ」」冊冊子子ととオオリリジジナナルル雑雑貨貨  

本
局
（
南
４
条
東
３
丁
目
）
で
無
人 

販
売
を
し
て
い
る
と
の
こ
と
。 

メ
ン
バ
ー
の
廣
木
さ
ん
は
「
冊
子 

に
興
味
を
持
っ
て
く
れ
た
方
々
が
足 

を
運
び
た
く
な
り
、
各
店
舗
と
お
客 

様
の
懸
け
橋
と
な
る
よ
う
な
情
報
誌 

を
作
っ
て
い
け
る
よ
う
今
後
も
頑
張 

り
ま
す
の
で
、
是
非
、
我
々
の
活
動 

に
支
援
を
し
て
く
れ
る
団
体
等
が
あ 

れ
ば
声
を
掛
け
て
ほ
し
い
で
す
」
と 

の
こ
と
で
し
た
。 
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そ
れ
以
外
の
写
真
の
処
理
方
法
に 

つ
い
て
は
昔
と
違
い
、
お
客
様
か
ら 

要
望
が
様
々
で
あ
る
た
め
、
幅
広
い 

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ 

う
に
自
家
処
理
を
基
本
に
「
写
真
の 

こ
と
な
ら
佐
々
木
写
真
館
へ
」
と
言 

っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
今
流
行
り 

の
ア
プ
リ
を
使
い
ネ
ッ
ト
受
付
可
能 

な
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
プ
リ
ン
ト
や
、

デ
ジ
タ
ル
加
工
、
各
フ
ィ
ル
ム
処
理
、

記
念
行
事
の
写
真
か
ら
証
明
写
真
ま 

で
、
多
岐
に
亘
っ
て
受
付
け
て
い
る 

と
の
こ
と
。 

 

ま
た
、
当
写
真
館
で
撮
影
さ
れ
た 

写
真
は
イ
ラ
ス
ト
や
文
字
を
入
れ
て 

コ
ラ
ー
ジ
ュ
プ
リ
ン
ト
し
た
り
、
卓 

上
カ
レ
ン
ダ
ー
等
に
す
る
こ
と
も
可 

能
で
家
族
に
喜
ば
れ
る
そ
う
で
す
。 

ま
た
「
写
真
は
シ
ャ
ッ
タ
ー
ボ
タ 

ン
を
押
し
た
瞬
間
か
ら
、
未
来
へ
思 

い
出
を
繋
げ
て
く
れ
る
存
在
で
あ
り
、

お
客
様
の
素
晴
ら
し
い
想
い
出
を
大 

切
に
残
す
た
め
の
お
手
伝
い
さ
せ
て 

ほ
し
い
」
と
の
こ
と
で
し
た
。 

佐佐々々木木写写真真館館  
  

事事  業業  主主  
佐佐々々木木  良良  隆隆  氏氏  

 

ま
た
独
立
開
業
に
あ
た
り
、
兄
が 

佐
呂
間
町
で
同
業
者
で
あ
っ
た
こ
と 

か
ら
、
同
地
区
内
で
開
業
す
る
こ
と 

が
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、
近
郊 

の
市
町
村
で
、
人
が
多
く
集
ま
る
場 

所
を
調
査
。
結
果
、
昭
和
３１
年
に
開 

館
し
大
盛
況
を
博
し
て
い
た
〝
網
走 

オ
ホ
ー
ツ
ク
水
族
館
〟
の
近
場
で
開 

業
し
た
い
と
思
い
、
知
人
の
協
力
を 

得
て
来
網
。 

 

写
真
一
筋
だ
っ
た
良
隆
氏
は
、
写 

真
技
術
に
関
し
て
は
先
進
的
で
、
い 

ち
早
く
カ
ラ
ー
フ
ィ
ル
ム
の
現
像
や 

カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
、
大
伸
ば
し
プ
リ 

ン
ト
等
の
処
理
機
を
導
入
す
る
な
ど 

時
代
に
則
っ
た
経
営
を
行
っ
て
き
ま 

し
た
。 

 

近
年
は
、
カ
メ
ラ
の
デ
ジ
タ
ル
化 

等
に
よ
り
減
少
傾
向
に
あ
る
カ
ラ
ー 

フ
ィ
ル
ム
の
現
像
処
理
に
つ
い
て
も 

お
客
様
の
需
要
が
あ
る
た
め
現
在
も 

継
続
し
て
行
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。 

 

現
在
は
、
事
業
主
で
あ
る
良
隆
氏 

は
高
齢
と
な
る
た
め
、
ご
子
息
で
長 

男
で
あ
る
佐
々
木
砂
宗
氏
が
、
経
営 

や
各
業
務
を
引
き
継
い
で
い
ま
す
。 

砂
宗
氏
は
、
当
所
青
年
部
や
ロ
ー 

タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
一
員
と
し
て
地
域 

貢
献
事
業
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
等
に
も 

積
極
的
に
ご
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。 

「
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
こ
の
１
年
、
世 

界
情
勢
は
大
き
く
変
わ
っ
て
し
ま
い 

ま
し
た
が
、
今
後
も
変
わ
る
こ
と
の 

な
い
、
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ 

ン
を
一
番
に
、
こ
れ
か
ら
も
親
し
み 

や
す
い
写
真
屋
さ
ん
と
し
て
、
お
客 

様
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
頑
張 

り
ま
す
」
と
の
こ
と
で
し
た
。 

創創業業当当時時のの店店舗舗  

創創
業業
６６４４
年年  

市市
民民
にに
愛愛
ささ
れれ
るる
写写
真真
館館
をを
目目
指指
しし
てて  

  
  
  
  
  
  
  
  
  

  

佐佐
々々
木木
写写
真真
館館  

 

創
業
者
で
あ
る
佐
々
木
良
隆
氏
は
、

昭
和
１０
年
６
月
２７
日
に
佐
呂
間
町 

に
お
い
て
２
人
兄
弟
の
次
男
と
し
て 

誕
生
し
ま
し
た
。 

 

昭
和
２６
年
４
月
、
夜
学
の
高
校
に 

通
い
な
が
ら
兄
が
経
営
す
る
佐
呂
間 

町
の
写
真
館
で
見
習
い
店
員
と
し
て 

働
き
、
学
業
と
写
真
に
つ
い
て
一
生 

懸
命
に
励
ん
で
こ
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

そ
の
後
、
７
年
間
の
修
業
を
積
み
、

昭
和
３３
年
６
月
１０
日
に
念
願
叶
い 

網
走
市
北
６
条
東
１
丁
目
に
佐
々
木 

写
真
館
を
開
業
。 

 

そ
の
８
年
後
と
な
る
昭
和
４１
年
、 

現
在
地
で
あ
る
北
６
条
西
１
丁
目
に 

店
舗
を
移
転
し
ま
し
た
。 

                              

                              

 

 

 

 

事事業業所所名名  

合合同同会会社社  ddeeffii
デフィ

  CCoouurraaggee
ク ラ ー ジ ュ

  

  

代代  表表  者者  三三 条条
さんじょう

  友友和和
ともかず

  ささんん  
  

事事業業内内容容  自自動動車車整整備備業業  
  

住住        所所  網網走走市市字字呼呼人人  

117744--6699  
  

連連  絡絡  先先  00115522--6677--88776600  
  

営営業業時時間間  99::0000～～1177::3300  
  

定定  休休  日日  日日曜曜・・祝祝日日  
  

  

事事業業所所名名  

炭炭火火ややききととんんブブッッチチャャーー横横山山  
  

代代  表表  者者  横横山山
よこやま

  公公平平
こうへい

  ささんん  
  

事事業業内内容容  飲飲食食業業  

住住        所所  網網走走市市南南５５条条西西  

１１丁丁目目ｸｸﾘﾘｵｵﾈﾈ通通りり  

連連  絡絡  先先  00115522--6677--66443300  
営営業業時時間間    

日日～～木木（（1177::0000～～2244::0000））

金金・・土土（（1177::0000～～2255::0000））

定定  休休  日日  不不定定休休  

会会員員事事業業所所紹紹介介！！  

◆◆
開開
業業
のの
きき
っっ
かか
けけ 

 

網
走
が
地
元
。
市
内
の
飲
食
店
で 

１０
年
間
働
い
て
い
た
と
こ
ろ
知
り
合

い
の
社
長
さ
ん
か
ら
網
走
に
は
、
ま 

だ
〝
や
き
と
ん
〟
注
（
焼
き
鳥
の
調 

理
法
を
使
用
し
、
食
材
を
豚
肉
と
し 

た
串
焼
き
料
理
）
文
化
が
な
い
の
で 

当
地
で
〝
や
き
と
ん
〟
の
お
店
を
開 

く
な
ら
「
今
で
し
ょ
！
」
と
言
わ
れ 

お
店
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。 

 

◆◆
事事
業業
内内
容容  

 

オ
ホ
ー
ツ
ク
の
冷
涼
な
気
候
で
育 

て
ら
れ
た
ブ
ラ
ン
ド
豚
「
オ
ホ
ー
ツ 

ク
北
斗
ポ
ー
ク
」
の
新
鮮
な
「
も
つ
」

を
使
用
し
た
〝
や
き
と
ん
串
〟
を
メ 

イ
ン
に
、
ド
リ
ン
ク
類
も
豊
富
に
揃 

え
て
い
る
と
の
こ
と
。
大
衆
酒
場
を 

イ
メ
ー
ジ
し
て
お
り
、
全
体
的
に
価 

格
帯
も
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
と
の
こ
と
。 

◆◆
開開
業業
のの
きき
っっ
かか
けけ 

 

地
元
は
東
網
走
。
高
校
卒
業
後
、 

近
郊
の
自
動
車
整
備
工
場
に
就
職
。 

自
動
車
の
〝
い
ろ
は
〟
を
学
ぶ
た 

め
２４
年
間
必
死
に
そ
の
会
社
で
働
い 

て
来
た
そ
う
で
す
が
、
元
々
独
立
を 

決
め
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
平
成
３０ 

年
３
月
に
念
願
の
「
合
同
会
社
デ
フ 

ィ
ク
ラ
ー
ジ
ュ
」
を
開
業
。 

店
名
の
由
来
は
、
フ
ラ
ン
ス
語
で 

〝
勇
気
あ
る
挑
戦
〟
と
い
う
意
味
を 

持
つ
そ
う
で
、
開
業
ま
で
と
て
も
苦 

労
し
た
そ
う
で
す
が
、
現
在
は
経
営 

方
針
や
作
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
を
自 

分
で
管
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で 

仕
事
に
よ
り
力
を
注
ぐ
こ
と
が
で
き 

て
楽
し
い
と
の
こ
と
で
し
た 

 

現
在
、
会
社
に
は
、
車
輛
整
備
と 

事
務
を
兼
任
す
る
代
表
と
、
腕
の
立 

つ
板
金
職
人
が
１
名
、
合
計
２
名
で 

営
業
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
。 

  

◆◆
事事
業業
内内
容容 

 

 

一
般
車
輛
や
ト
ラ
ッ
ク
の
整
備
や 

車
検
の
他
、
ボ
デ
ー
の
板
金
塗
装
、 

各
種
メ
ー
カ
ー
の
自
動
車
販
売
を
行 

っ
て
い
る
そ
う
で
す
。 

特
に
得
意
と
し
て
い
る
の
が
、
ボ 

デ
ー
塗
装
と
板
金
技
術
で
あ
り
、
他 

社
で
は
受
付
け
て
く
れ
な
い
よ
う
な 

な
こ
と
も
真
摯
に
対
応
し
て
く
れ
る 

こ
と
か
ら
、
旧
車
と
呼
ば
れ
る
昭
和 

４０
年
代
の
車
の
整
備
を
頼
ま
れ
る
こ

と
も
あ
る
そ
う
で
す
。 

  

◆◆
今今
後後
のの
目目
標標  

「
お
客
様
の
大
事
な
車
輛
を
安
心 

し
て
預
け
て
も
ら
え
る
よ
う
、
更
な 

る
技
術
は
勿
論
、
本
業
以
外
の
分
野 

に
対
し
て
も
色
々
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
し 

て
い
き
た
い
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し 

た
。 

  

◆◆
今今
後後
のの
目目
標標 

「
自
分
が
や
り
た
い
と
思
う
こ
と 

は
全
て
実
現
し
て
き
た
こ
と
も
あ
り 

将
来
、
道
外
や
国
外
で
お
店
を
開
い 

て
み
た
い
。 

現
在
は
、
お
店
以
外
に
「
ブ
ッ
チ 

ャ
ー
横
山
」
で
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
を
配 

信
中
。
登
録
者
数
千
人
を
目
指
し
て 

毎
回
頑
張
っ
て
配
信
し
て
い
る
の
で 

是
非
、
会
報
誌
を
ご
覧
の
会
員
さ
ん 

は
検
索
登
録
し
て
ほ
し
い
」
と
の
こ 

と
で
し
た
。 

 

ま
た
「
３
月
中
旬
に
農
大
生
を
対 

象
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
中
で 

す
の
で
気
軽
に
お
店
に
足
を
運
ん
で 

く
だ
さ
い
！
」
と
お
店
の
Ｐ
Ｒ
も
忘 

れ
ず
に
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

店店舗舗外外観観とと工工場場内内のの様様子子  

店店舗舗入入口口とと店店内内のの様様子子  
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そ
れ
以
外
の
写
真
の
処
理
方
法
に 

つ
い
て
は
昔
と
違
い
、
お
客
様
か
ら 

要
望
が
様
々
で
あ
る
た
め
、
幅
広
い 

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ 

う
に
自
家
処
理
を
基
本
に
「
写
真
の 

こ
と
な
ら
佐
々
木
写
真
館
へ
」
と
言 

っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
今
流
行
り 

の
ア
プ
リ
を
使
い
ネ
ッ
ト
受
付
可
能 

な
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
プ
リ
ン
ト
や
、

デ
ジ
タ
ル
加
工
、
各
フ
ィ
ル
ム
処
理
、

記
念
行
事
の
写
真
か
ら
証
明
写
真
ま 

で
、
多
岐
に
亘
っ
て
受
付
け
て
い
る 

と
の
こ
と
。 

 

ま
た
、
当
写
真
館
で
撮
影
さ
れ
た 

写
真
は
イ
ラ
ス
ト
や
文
字
を
入
れ
て 

コ
ラ
ー
ジ
ュ
プ
リ
ン
ト
し
た
り
、
卓 

上
カ
レ
ン
ダ
ー
等
に
す
る
こ
と
も
可 

能
で
家
族
に
喜
ば
れ
る
そ
う
で
す
。 

ま
た
「
写
真
は
シ
ャ
ッ
タ
ー
ボ
タ 

ン
を
押
し
た
瞬
間
か
ら
、
未
来
へ
思 

い
出
を
繋
げ
て
く
れ
る
存
在
で
あ
り
、

お
客
様
の
素
晴
ら
し
い
想
い
出
を
大 

切
に
残
す
た
め
の
お
手
伝
い
さ
せ
て 

ほ
し
い
」
と
の
こ
と
で
し
た
。 

佐佐々々木木写写真真館館  
  

事事  業業  主主  
佐佐々々木木  良良  隆隆  氏氏  

 

ま
た
独
立
開
業
に
あ
た
り
、
兄
が 

佐
呂
間
町
で
同
業
者
で
あ
っ
た
こ
と 

か
ら
、
同
地
区
内
で
開
業
す
る
こ
と 

が
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、
近
郊 

の
市
町
村
で
、
人
が
多
く
集
ま
る
場 

所
を
調
査
。
結
果
、
昭
和
３１
年
に
開 

館
し
大
盛
況
を
博
し
て
い
た
〝
網
走 

オ
ホ
ー
ツ
ク
水
族
館
〟
の
近
場
で
開 

業
し
た
い
と
思
い
、
知
人
の
協
力
を 

得
て
来
網
。 

 

写
真
一
筋
だ
っ
た
良
隆
氏
は
、
写 

真
技
術
に
関
し
て
は
先
進
的
で
、
い 

ち
早
く
カ
ラ
ー
フ
ィ
ル
ム
の
現
像
や 

カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
、
大
伸
ば
し
プ
リ 

ン
ト
等
の
処
理
機
を
導
入
す
る
な
ど 

時
代
に
則
っ
た
経
営
を
行
っ
て
き
ま 

し
た
。 

 

近
年
は
、
カ
メ
ラ
の
デ
ジ
タ
ル
化 

等
に
よ
り
減
少
傾
向
に
あ
る
カ
ラ
ー 

フ
ィ
ル
ム
の
現
像
処
理
に
つ
い
て
も 

お
客
様
の
需
要
が
あ
る
た
め
現
在
も 

継
続
し
て
行
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。 

 

現
在
は
、
事
業
主
で
あ
る
良
隆
氏 

は
高
齢
と
な
る
た
め
、
ご
子
息
で
長 

男
で
あ
る
佐
々
木
砂
宗
氏
が
、
経
営 

や
各
業
務
を
引
き
継
い
で
い
ま
す
。 

砂
宗
氏
は
、
当
所
青
年
部
や
ロ
ー 

タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
一
員
と
し
て
地
域 

貢
献
事
業
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
等
に
も 

積
極
的
に
ご
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。 

「
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
こ
の
１
年
、
世 

界
情
勢
は
大
き
く
変
わ
っ
て
し
ま
い 

ま
し
た
が
、
今
後
も
変
わ
る
こ
と
の 

な
い
、
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ 

ン
を
一
番
に
、
こ
れ
か
ら
も
親
し
み 

や
す
い
写
真
屋
さ
ん
と
し
て
、
お
客 

様
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
頑
張 

り
ま
す
」
と
の
こ
と
で
し
た
。 

創創業業当当時時のの店店舗舗  

創創
業業
６６４４
年年  

市市
民民
にに
愛愛
ささ
れれ
るる
写写
真真
館館
をを
目目
指指
しし
てて  

  
  
  
  
  
  
  
  
  

  

佐佐
々々
木木
写写
真真
館館  

 

創
業
者
で
あ
る
佐
々
木
良
隆
氏
は
、

昭
和
１０
年
６
月
２７
日
に
佐
呂
間
町 

に
お
い
て
２
人
兄
弟
の
次
男
と
し
て 

誕
生
し
ま
し
た
。 

 

昭
和
２６
年
４
月
、
夜
学
の
高
校
に 

通
い
な
が
ら
兄
が
経
営
す
る
佐
呂
間 

町
の
写
真
館
で
見
習
い
店
員
と
し
て 

働
き
、
学
業
と
写
真
に
つ
い
て
一
生 

懸
命
に
励
ん
で
こ
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

そ
の
後
、
７
年
間
の
修
業
を
積
み
、

昭
和
３３
年
６
月
１０
日
に
念
願
叶
い 

網
走
市
北
６
条
東
１
丁
目
に
佐
々
木 

写
真
館
を
開
業
。 

 

そ
の
８
年
後
と
な
る
昭
和
４１
年
、 

現
在
地
で
あ
る
北
６
条
西
１
丁
目
に 

店
舗
を
移
転
し
ま
し
た
。 
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網走商工会議所３月のスケジュール 
◆ １日（月） 製造部会役員会 

◆ ２日（火） 経営委員会 

         食品包装資材に関する WEB セミナー 

◆ ３日（水） 総務財政委員会正副委員長会議 

◆ ５日（金） HACCP/食品安全管理セミナー 

◆ ８日（月） 網走市都市計画審議会 

         サービス部会役員会 

◆ ９日（火） 共済推進会議 

         総務財政委員会 

         飲食宿泊部会役員会 

         青年部役員会 

◆１０日（水） 北海道商工会議所連合会常議員会・ 

         会員総会合同会議 

◆１０日（水） ＦＭ放送を活用した就職促進事業 

理財部会役員会 

◆１２日（金） 建設産業部会役員会 

         商業部会役員会 

◆１７日（水） 常議員会 

◆１８日（木） 日商第 132 回通常会員総会 

◆２２日（月） インボイス制度説明会 

◆２４日（水） 通常議員総会 

ＦＭ放送を活用した就職促進事業 

◆２５日（木） 令和２年度 第２回「網走観光戦略会議」 

         経営安定特別相談室セミナー 

 

 

 

北海道Ｇｏ Ｔｏ Ｅａｔ キャンペーン食事券事業 

事業期間の延長のお知らせ！ 
 

標記キャンペーン期間等が下記のとおり変更されましたのでお知らせいたします。 

 

 １１．．食食事事券券有有効効期期限限のの延延長長  （（変変更更後後））令令和和３３年年６６月月３３００日日（（水水））ままでで有有効効  

 ※①登録店におかれましては、６月３０日（水）までお取扱い願います。 

 ※②有効期限延長に伴う当食事券の再発行（刷り直し）等は行われません。 

 

  ２２．．使使用用済済食食事事券券換換金金回回数数のの追追加加  

 ※①使用済食事券の最終受付日が４月１２日（月）とされていましたが、７月１２日（月）

   まで延長される他、使用済食事券の回収スケジュールも期間中計７回追加されます。 

 ※②登録事業者には「改訂版マニュアル」「追加の精算伝票・回収用封筒」が送付されます。

 

 ３３..掲掲示示物物（（ポポススタターー等等））のの再再送送付付  

 ※①登録事業者であることを示すポスターとステッカーには、当初の販売期間・有効期限が

   表示されているため、変更後の起源に訂正したポスター類を改めて送付される予定です

 

  ４４..飲飲食食店店登登録録期期限限のの延延長長  （（変変更更後後））令令和和３３年年３３月月３３１１日日（（水水））締締切切  

 ※①事業期間の延長に伴い、飲食店登録の募集期間を３月３１日（水）まで受付されます。

 ※②ＷＥＢ受付は同日の２３：５９まで、郵送申請は３１日消印有効となります。 

 ※③募集パンフレットには１月２０日（水）までと表記されていますが、３月末まで受付 

   ており申請書はそのまま利用可能です。 

 

  ５５..食食事事券券販販売売期期限限のの延延長長  販販売売再再開開後後かからら「「６６１１日日間間」」延延長長  

 

 ６６．．購購入入限限度度のの変変更更  （（変変更更後後））１１回回のの購購入入ににつつきき１１人人２２冊冊ままでで  

 ※①これまで１回の購入につき１人１冊までとなっておりましたが、上記のとおり変更さ 

   れました。 

 ７７..登登録録条条件件等等  

 ※①公式ホームページ及びＱＲコードをご参照して下さい。 

  （https://gotoeat-hokkaido.jp/） 
 

  ８８..網網走走市市内内登登録録数数  

 ・７４店舗（令和３年２月２２日現在） 
 

※詳細・お問合せは当所（☎0152-43-3031）まで 


